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 初めての一般質問をしました！
　非常に暑い日が続いていますが、お元気にお過ごしで
しょうか。4月の選挙後から落ち着く間もありませんで
したが、6月末をもって第２回定例会（※ 選挙後では初）
が終了し、一区切りを迎えました。その概要は区議会だ
よりに譲りますが、私のブログでは、議案の簡単な解説
や自らの所感に加え、私が出席した会議の資料を基本的
に全て公開していますので、ご確認頂ければ幸いです。
　http://www.n283.com/

■ 一般質問デビュー
　今回の定例会では、私も一般質問を行いました。一般
質問とは、条例案などの議題とは関係なく、区長または
教育長に対して行う質問のことです。つまり、区政につ
いて何でも議論できるチャンスなのです。
　ただし目黒区では、「自らが所属する委員会の担当分
野についての一般質問は禁止」という、非常に不可解な
ルールがあります。例えば、文教・子ども委員会に所属
する議員が保育園のことを質問できないという事です。
私は、無意味を通り越して有害なルールだと思います。

■ 初陣の結果は…
　私は、財政・行革・保育園の 3つのテーマについて質
問させて頂きました。中身については順次お伝えして参
りますが、まずは時間の配分が大きな課題だったと言え
ます。話している時間だけでも、私の約 12分に対し、
区長が約 30分。さらに区長は、わざわざ進行を止めて
ジャケットを脱ぐ時間稼ぎ（？）まで繰り出し、予定して
いた内容の 6割程度しか話せませんでした。
　秘書時代の国会でも同様でしたが、なるべく時間をか
けて遠回しな答弁をするのは、行政側の常套手段です。
次回以降は、無駄な答弁をさせないよう工夫を凝らして
質問したいと思います。

■ 財政について
　質問内容の 1点目は、建築費用が上昇している中、ど

のように事業の管理をしていくのかという趣旨でした。
新国立競技場の見直しも大問題となりましたが、資材の
高騰や人件費の上昇については、テレビ等で報じられて
いる通りです。目黒区でも、東山小学校の改築工事の費
用が当初の見込みより 10億円も上昇しました。コスト
の上昇については、社会情勢ですから仕方のない部分が
ありますが、問題は今後です。同じようなロスを防ぐた
めに、市場のトレンドを掴みつつ、事業を出し入れして
いく姿勢が必要だと思うのです。
　例えば、豊島区や小金井市、木更津市では、予定され
ていた大規模な建設事業を 2020 年以降まで長期凍結す
ることを決定しました。その心は言うまでもなく、五輪
後に建築費が下落することを予想してのことです。
　そこで、目黒区では誰が責任をもって市場の動向を把
握し、事業を管理していくのかと質問を投げかけました
が、「契約課が積算を行っている」という答弁が返って
きただけでした。今後の建設事業について、限られた財
源を最大限に有効活用するという意気込みが感じられな
かったのが残念です。

■ 今後の建設事業
　現在の実施計画にも様々な建設事業が計上されていま
すが、緊急性の低いものは延期を検討すべきだと思いま
す。例えば、目黒川の沿川道路整備や、遮熱性舗装の道
路整備。それぞれ隔年で定期的に実施する予定で、平成
31年までに計約 1億 2400 万円を投じる計画になって
います。環境配慮型の道路整備が必要ないとは言いませ
んが、建築費が高止まりしている今、本当に差し迫った
事業でしょうか。もちろん原資は税金です。同じ事業を
行うにしても、より効率的に実施できるタイミングを見
極める観点を、これからも指摘し続けたいと思います。

　安保法案で揺れる国会ばかりが注目されるのも仕方あ
りませんが、今後もコツコツと目黒区政について発信し
て参りますので、ご理解の程よろしくお願い致します。
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図解 中長期的な視点での事業管理が必要では？

東山小学校の改築工事 H22 年当時の予定

延期

現在の見込み

10 億円
     アップ！コストは・・・

■ 確かに、建築費は高止まりしている！

平成22年

　現在
2015 年 7 月 建設物価調査会「建設物価指数月報No.385」より抜粋

純工事費は約 20％
設備費は約 3%

上 
昇

■ だからこそ、他の自治体では・・・

　豊島区：複合施設の入札が 2回の不調。3回目の判断のために再積算したところ、工事費が約 17 億円、
豊島区　：65％を超える上昇となったため、2020 年前後までの長期凍結を決定した。

小金井市：約 55 億円と見込んでいた新庁舎の建設費が、1.3 倍の約 70 億円に昇った事から、方針を変更。
小金井市：民間から借りていた第二庁舎を取得し、新庁舎の建設は 15 年以内の凍結とした。

木更津市：事業者の見積額が予定価格を上回り、新庁舎の入札が中止に。40 億円増額とされる当初計画の
木更津市：まま実施すべきか、建設規模を縮小して 21 億円の増額に抑えて実施するか、建設時期を延期
木更津市　するかの 3案を検討し、2020 年以降までの延期を決定した。

このように

市場のトレンドを考慮し、
　　　　　　より効率的に税金の投入を行うべき！

目黒区は？
◯ 目黒川総合環境整備事業・・・目黒川および目黒川周辺の環境整備を実施する。
◯ 環境配慮型の道路整備・・・・保水性舗装や遮熱性舗装などの道路整備を行う。

たとえば、

合計 27年度 28年度 29年度 30年度 31年度

事業費（合算） 124,311 23,976 23,879 29,304 17,848 29,304 （千円）

→ 建築費の下落が予想されるH32 年度以降に、集中的に実施する選択肢もあるのでは？

ブログ ・ Facebook ページも更新しています。 チェックしてみて下さい！ 西崎つばさ 検 索


